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仕 様 書 

 

１．件名 

入退室管理及び顔認証装置設置工事（彩都） 

 

２．実施場所 

国立研究開発法人 医療基盤・健康・栄養研究所 本館北棟 1階 N102サーバー室 及び 

創薬支援ネットワーク棟 2階サーバ室 

（大阪府茨木市彩都あさぎ７丁目６番８号） 

 

３.施工期間 

自 ： 契約締結日 

至 ： 令和６年３月１日 

 

４.工事内容 

 別紙「設置要件」を参照のうえ、設置工事を行い、本工事により発生する廃材の引取り

及び適正な処分処理を行うものとする。 

 請負者は、必要に応じて現状を現場にて確認し、施工前に計画書を提出すること。 

 工事仕様については、本仕様書に記載されている事項を除き、基本下記『建築、電気、

機械設備』に準拠すること。 

   国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書」 

   国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書」 

   国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築設備工事標準図」 

 

５．工事完成時の提出物 

工事完成時の提出図書は以下による。 

（1） 竣工図（A3図面及び CADデータ） 

（2） 納入機器仕様書 

（3） 打合議事録 

（4） 機器取扱説明書 

（5） 各種検査記録 

（6） 官公署届出書類 
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６.作業期間内の注意事項 

（1） 作業は、原則として、行政機関の休日に関する法律第 1 条に定める日を除く平日

（以下「平日」という。）の午前 8時 30から午後 5時の間に行うこと。それ以外の

時間に作業を行う場合は担当者の許可を得ること。 

（2） 作業に際し当研究所の施設へ入出するときは、必ず担当者に通知すること。 

（3） 担当者の許可なく、指定区域外へ立ち入ってはならない。指定区域以外に立ち入る

必要性が生じた場合は、必ず担当者の許可を得ること。 

（4） 作業を実施する場合は、担当者から注意を遵守し、当該担当者の指示のもと、これ

を実施すること。 

（5） 作業中に疑義及びトラブルが発生した場合は速やかに担当者に連絡し指示を得る

こと。 

（6） 必要な場合は作業中に当研究所が保持する物品、設備及び施設に損害を与えぬよ

う養生などを施すこと。 

（7） 請負者の過失により、当研究所が保持する物品、設備及び施設に損害を与えた場合

は、請負者がこれを補償するとともに復旧を行うこと。 

（8） 作業時に発生した廃材及び作業場所の汚れなど請負者が適切に処分及び清掃等を

行うこと。 

（9） 作業終了後は担当者にその旨を連絡し、作業確認を受けること。 

（10）設置エリアに稼働中のサーバーがある状態での作業となるため、現用 IT稼働状況

に十分に配慮した工事計画とすること。 

（11）室内作業においては無火気工法を原則とする。やむを得ず火気を使用する場合は、

必ず担当者の許可を得ること。 

（12）既存設備操作（ブレーカー、バルブ等）の操作が必要な場合は、当該担当者の指示

のもと実施すること。 

 

７．その他 

（1） 本工事にかかる一切の費用を含むこと。また、工事に伴う養生等についても一切の

費用を発生させることなく請負者の負担でこれを行うこと。 

（2） 本仕様書に記載されていない事項、又は疑義が生じた場合には、担当者と別途協議

すること。ただし、軽微なものについては担当者の指示に従うこと。 

（3） 安全確保及び事故防止のため必要な措置を講じること事故が発生した場合、その

損害の補償については請負者が責任を負うこと。 

 

以上 
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設置要件 

入退室管理及び顔認証装置要件 

1 設置場所 設置場所は、本館北棟 1 階 N102 サーバ室と創薬支援ネットワーク棟 2 階

サーバ室の 2 扉とする。 

 

2 機能要件 全体構成は、既存の入退室管理上（クマヒラ製 GG-1）の扉に対して、2 要

素認証として顔認証機能を追加する。また、その入退室のログを保存する機

能を有すること。 

 

3 機能要件 入室及び退室の両方で認証を行うよう扉の両面に設置すること。 

 

4 機能要件 IC カードについては、Felica が可能であること。 

 

5 機能要件 最初に IC カードを読ませ、顔認証後に扉が解錠する仕組みとする。どちら

か１要素では解錠しないこと。 

 

6 機能要件 顔認証登録に機器が必要な場合は含め、管理用 PC 側に設置すること。 

 

7 機能要件 「顔認証装置」についての要件は、以下の通りとする。 

 壁面に取り付け可能な寸法・重量であること。（W200mm×H150mm

×D30mm、550g 程度） 

 認証機能は顔認証機能が利用可能な事。他の認証機能がある機器で顔認

証を選択できれば可能とする。 

 読取距離は、30cm～80cm の範囲を可能とすること。 

 データベース容量は、3,000 人程度可能であること。 

 上下調整角度が自動で行えること。角度は、+25°～ -25° 

 通信方法は、イーサネットが可能なこと。 

 入室・退室・登録用と含めて５台準備すること。 

 

8 機能要件 「顔認証登録用端末」についての要件は、以下の通りとする。 

 ノート型パソコン（画面サイズ：15.6 型ワイド相当、Win11Pro、

DVD-ROM、5 年保守、CPU COREi3 4.4G 以上） 

 メモリ容量 16GB 以上 

 HDD 容量 500GB 以上 

 Office Personal 2021 

 スイッチングハブ 8 ポート 1 台（Gigabit 対応、ループ防止機能必須） 

 

9 機能要件 納入する機器は、新品で最低５年間は保守できるものとする。 

 

10 設置要件 「顔認証装置」についての設置要件は、以下の通りとする。 

 GG-1 との連携を行うこと。Wiegand インターフェース接続を行うこ

と。 

 装置は扉の両面の壁面に取り付けるため取付用の金具を用意して取り付

けること。 

 顔認証装置を取り付けるにあたり既設のプレート/装置等の移設が必要

な場合は、移設費用も見込むこと。 

 管理用にネットワーク配線及び必要に応じてスイッチングハブなど用意

すること。 

 顔認証登録用端末を含めること。（上記 8 機能要件にて仕様あり） 

 

 
















































































